２００８年１２月議会　　　一般質問　　　

　質問と答弁　　　　議事録　から　抜粋

http://www.city.yamagata.gifu.jp/gikai/kaigiroku/pdf/20/t4.pdf
答弁者　　副市長　　質問事項　　市民要望への対応の方針転換について
次に、３問目ですけれども、市民要望への対応の方針の転換についてということで、副市長にお尋ねします。 
市は、市民の皆さんの身近な生活圏の土木関係などの改修や整備について、要望を自治会単位で出していただいて、市が現地確認などをした後に採否を決めています。この際の当初予算の残りが出た場合には、採択に漏れた事業を追加で実施すべきという声は議員の中にも根強くあります。 
私は、２年半前の６月議会で、次の趣旨で一般質問しました。要望に対する件数で見－ 106 － 

た達成率はおおよそ25％から35％ぐらい。予算が残っても次年度に回すという原則を適用している市の方針は、かえって不合理で要望達成度を低くしている。追加して要望を達成すべきだと、このように聞きましたが、担当する部の答弁は、全体の不用額がわかるのは１月ごろのため、この時期から発注するには規定の工期がとれないため、他の要望箇所への流用は難しいという趣旨でした。 
ところが、2007年度は、12月ごろ予算の残が出たので約10件の要望事業を追加したといいます。その理由は、財政側から使うように指示があったからという趣旨の説明が、ことしの９月に議会でされました。では、ことしの12月はというと、ことしも予算の残はあるが、ことしは使う予定はないと聞きました。 
財政が厳しい中、予算を厳格に絞り込むので予算の残も少なくなる、それ自体はよいことだというふうに考えます。通常の単独事業とか大規模事業であれば、残額が出たからといって新たなことを計画するのは不自然で不合理です。しかし、市民の要望案件の達成という事業についてだけは、年度内の総額予算の満額執行を目指して、柔軟な対応をして、市民の要望にこたえるよう政策転換、方針転換すべきではないでしょうか。 

もちろん、そのためには予算の残りが今より早い時期に見えてくるように、若干の努力が必要でしょう。努力によって新たな支出の増額なしに市民の要望がより達成されるなら望ましいことではないでしょうか、お尋ねします。 
○議長（藤根圓六君） 嶋井副市長。 

○副市長（嶋井 勉君） 御質問にお答えします。 

当初予算の執行に対しまして、工事費、委託料等の入札差金が発生した場合は、新たな事業に充当することなく、翌年度の予算の財源確保のために剰余金、いわゆる繰越金として対応してまいりました。 
御質問の自治会要望に基づく市単独の道路改良等の工事費につきましては、合併当初は山県市の一体化を図るため、議会の皆様、市民の皆様の御理解、御協力のもと、数億円の予算を確保し、設計及び工事を実施してまいりました。 
しかしながら、国の三位一体改革等により、各種の補助金及び地方交付税が削減されまして、本市の財政状況も厳しくなりました。こうした市単独事業に対する財源確保が困難な状況となってきたわけでございます。平成19年度は平成18年度の予算の半額であります１億4,000万円、さらに20年度は7,000万円の予想額となってまいりました。そこで、この大幅な減額を緩和するために、平成19年度は入札差金が発生した場合は、予算の範囲内で未採択の要望事業に対し、前倒しして満額執行する方針を立てたわけでございます。
議員御発言のとおり、平成19年度におきましては、年度内で完成できる工事につきまして10件の要望箇所を追加工事として施工いたしました。平成20年度におきましても、昨年度と同様に自治会から要望いただいております工事に対しまして、入札差金を活用し、必要性、緊急性を考慮しまして、年度内に完成できる工事につきまして、予算の範囲内で追加工事を施工してまいりたいと考えておりますので、議員の皆様の御理解をお願い申し上げまして、答弁とさせていただきます。 
○議長（藤根圓六君） 寺町知正君。 

○１２番（寺町知正君） 実質的に今までの方針を変えて、一応、予算がある限りは要望にこたえたいというふうに受けとめます。そこで自治会要望という今の関係ですけれども、これ、副市長に再度お尋ねしますけれども、自治会要望を毎年とっているわけですけれども、自治会ごと、あるいは地域ごとに見たときに、その希望に対する達成度、いわば充足度ですね、市が採択するところにむらがあるのではないかという懸念が住民からよく聞かれるんです。
市はもちろん意図的なことはしていないだろうということは思うんですが、しかし、住んでいる住民の方からは、私のところは要望を出しても通じない、例えば、１つは自治会の中で通らないということがある。それから市に上げても通らないというふうに不満を持つ地域、逆にそうじゃない地域があるんですが、そのあたりを十分に、市のところは単純に仕事として現場を見るんじゃなくて、充足度、この地域は十分に達してきているのか、この地域は少ないんじゃないかとか、従来からの歴史的なところを見る必要があると思うんですが、そういったところのチェックは十分にできているのかというところ、あるいは今後どうされるのかというところ、いかがでしょうか。 
○議長（藤根圓六君） 嶋井副市長。 

○副市長（嶋井 勉君） 自治会さんのほうからたくさんの要望箇所をいただいておるわけでございます。確かに、議員おっしゃるように、アンバランスとか不公平であるとかという声も時々お聞きしますけれども、これは担当部局におきまして、その辺は十分調査しまして行っているわけでございます。やっぱり合併前、十分に整備された町、村、いろいろ差がありまして、現況で具体的に申し上げますと、伊自良村自体は結構、道路、農道につきましては整備されておりまして、土木事業に係る要望箇所も少なくなってまいりまして、確かに金額的には少ないわけでございまして、美山地域におきましては、やっぱり山林地域でございますので、かかる費用も大きくなってきますので、その点、額については下がるかと思いますが、全体的にかんがみまして、特に不公平、アンバランスという感覚はございません。旧高富町は、御存じのように金額的にも多くございますが、それなりに川とか水田とか排水路等々ございますので、そうしたこともかんがみながら、先ほどからくどくなりますけれども、不公平はないというふうに十分検討しながら行っている次第でございます。 

以上でございます。 
